
 

１　重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券　 取得価額または償却原価法（定額法）による。

(2) 固定資産の減価償却の方法

建物付属設備 定率法(ただし、2016年4月1日以降取得分は定額法)による減価償却を実施している。

什 器 備 品 定率法による減価償却を実施している。

無形固定資産 定額法による減価償却を実施している。

(3) 引当金の計上基準

退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に

基づき、当期末において発生していると認められる額を計上している。

なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算し、会計基準変更時

差異(2,411,146円)については、7年で費用処理している。

(4) 消費税等の会計処理

税込処理によっている。

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額およびその残高は、次のとおりである。 　（単位：円）

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
普通・定期預金

7,359,061 1,655,692 0 9,014,753

基本財産
投資有価証券

448,640,939 0 1,655,692 446,985,247

小計 456,000,000 1,655,692 1,655,692 456,000,000

特定資産
公益目的事業予備基金

100,000,000 0 0 100,000,000

特定資産
受取補助金積立金

4,602,568 5,032,000 6,053,971 3,580,597

特定資産
退職給付引当資産

2,419,455 645,271 0 3,064,726

小計 107,022,023 5,677,271 6,053,971 106,645,323

合計 563,022,023 7,332,963 7,709,663 562,645,323

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

     基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 　（単位：円）

科　目 当期末残高
(うち指定正味財産から

の充当額)
(うち一般正味財産から

の充当額)
(うち負債に対応する
額)

基本財産
基本財産引当預金

9,014,753 0 9,014,753 0

基本財産
投資有価証券

446,985,247 0 446,985,247 0

小計 456,000,000 0 456,000,000 0

特定資産
公益目的事業予備基金

100,000,000 0 100,000,000 0

特定資産
受取補助金積立金

3,580,597 3,580,597 0

特定資産
退職給付引当資産

3,064,726 0 0 3,064,726

小計 106,645,323 3,580,597 100,000,000 3,064,726

合計 562,645,323 3,580,597 556,000,000 3,064,726

 財務諸表に対する注記



 

４　固定資産の取得価額、減価償却等累計額及び当期末残高    （単位：円）

科  目 取得価額 減価償却等累計額 当期末残高

建物付属設備 11,751,113 409,747 11,341,366

什 器 備 品 8,996,723 5,473,571 3,523,152

無形固定資産 9,518,340 6,698,532 2,819,808

長期前払費用 1,753,312 1,599,546 153,766

合計 32,019,488 14,181,396 17,838,092

５　債権の債権金額及び当該債権の当期末残高 　（単位：円）

科  目 債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の 当
期末残高

前払金 1,561,240 0 1,561,240

未収金 0 0 0

立替金 0 0 0

合  計 1,561,240 0 1,561,240

６　退職給付関係

(1) 採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。

(2) 退職給付債務及びその内訳   （単位：円）

△ 3,408,300

343,574

△ 3,064,726

(3) 退職給付費用に関する事項   （単位：円）

301,700

343,571

645,271

(4) 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を

基礎として計算している。

(5) 会計基準変更時差異の処理年数　7年

７　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 　（単位：円）

科目 種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

投資有価証券
三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ社債

113,443,201 109,969,200 △ 3,474,001

〃 日本郵船社債 113,542,046 106,964,000 △ 6,578,046

〃
ﾕｰﾛ円建運用指数
連動債20年

120,000,000 101,112,000 △ 18,888,000

〃
ﾕｰﾛ円建運用指数
連動債15年

100,000,000 84,700,000 △ 15,300,000

446,985,247 402,745,200 △ 44,240,047

公益目的事業予備基金
他社株式転換特約
付債

100,000,000 62,657,000 △ 37,343,000

546,985,247 465,402,200 △ 81,583,047合計

小計

③ 退職給付費用(①+②)

① 退職給付債務

② 会計基準変更時差異の未処理額

③ 退職給付引当金(①+②)

① 勤務費用

② 会計基準変更時差異の費用処理額



 

８　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 　（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上の

記載区分

介護予防訪問介護利用者
像、要支援者への予防的ｱ
ﾌﾟﾛｰﾁの評価に関する実証
研究

文部科学省 1,265,470 650,000 262,676 1,652,794 指定正味財産

高齢期の認知機能低下は生
きがい就労を不可能にする
か、支援方法構築のための
基礎研究

文部科学省 1,014,036 520,000 468,934 1,065,102 指定正味財産

高齢者の残存能力を最大化
する住環境評価指標開発

文部科学省 0 910,000 621,086 288,914 指定正味財産

訪問看護師との共同で行う
訪問介護員の為の看取り学
びシステムの構築

文部科学省 0 1,820,000 1,246,213 573,787 指定正味財産

要介護高齢者の残存能力を
最大化する住環境評価尺度
開発:既存尺度の日本への
適応

ファイザーヘルスリ
サーチ振興財団

2,323,062 0 2,323,062 0 指定正味財産

ゆるやかなｿｰｼｬﾙｷｬﾟﾋﾀﾙを
醸成する介護予防事業の構
築・継続要因に関する研究

長寿科学振興財団 0 1,132,000 1,132,000 0 指定正味財産

指定正味財産合計 ━ 4,602,568 5,032,000 6,053,971 3,580,597

がん療養者と家族への共創
的ケアを実現するケアマ
ネージャへのキャリア支援
教育

文部科学省 0 130,000 130,000 0 一般正味財産

うつ予防教室 横須賀市 0 533,500 533,500 0 一般正味財産

補助金等合計 - 4,602,568 5,695,500 6,717,471 3,580,597 -

９　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 (単位：円)

金額

6,053,971

6,053,971

１０　金融商品の状況にかかる注記

(1) 金融商品に対する取組方針

当財団は、公益目的事業を運用益によって賄うため、債券、株式、デリバティブ取引等を組み込んだ複合金融商品に

より資産運用する。なお、投機目的のデリバティブ取引は行わない方針である。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

投資有価証券は、債券、株式、デリバティブ取引を組み込んだ複合金融商品であり、発行体の信用リスク、市場リスク

（金利の変動リスク、為替の変動リスク及び市場価格の変動リスク）にさらされている。

(3) 金融商品のリスクに係る管理体制

ア．資産管理運用規程に基づく取引

　  金融商品の取引は、当財団の資産管理運用規程に基づき行う。

イ．信用リスク及び市場リスクの管理

    債券及びデリバティブ取引等を組み込んだ複合金融商品については、発行体の信用情報や時価の状況を把握し、

 　　管理運用状況について理事会等に報告する。

経常収益への振替額
目的達成による指定額解除

内容

合計
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